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トレーサビリティとは 

 ｢起源をたどれる｣ことを意味し、 
 

 ① 製品実現の履歴を検証する手段 
 

 ② 科学技術データの信頼性を裏付ける手段 
 

  
  

国際相互受け入れ，定格表示値
の信頼性，の観点から 
太陽光発電でもトレーサビリティ
確保は必要不可欠ですが・・・・・ 



太陽電池セル 
性能評価技術 

研究開発 

基準太陽電池セル
校正技術開発 

新型太陽電池等 

太陽電池モジュール 
性能・信頼性評価技術 

モジュール 
品質管理、認証 

生産 

発電量評価 
太陽光発電システム 設置、運用 

・ 基準太陽電池校正は太陽光発電の 
    トレーサビリティの最も川上 

・校正値の国際整合性・不確かさ推定の
妥当性が常に問われる技術である 

・基準セルの不確かさは川下に連鎖し 
 製品の定格値の信頼性に直結する 



１５／２３ 

成果普及：基準太陽電池セルの一次校正サービス(産総研依頼試験） 

AISTホームページ 
２００９年９月９日より開始 



試験・校正機関の国際相互認証プログラム 

審査 

ＡＩＳＴ  

相互認証 

APLAC                 
アジア太平洋試験所認定協力機構  

ILAC                
国際試験所認定協力機構              

校正証明書 

ＡＳＮＩＴＥ 
 ００２１Ｃ 

IA Japan                
(ASNITE) 

各国の認定機関 

  各国の校正機関 

ISO/IEC17025 

鉱工業分野の依頼試験（校正）として基準太陽電池セルの一次校正サービスを開始 



基準太陽電池セル_依頼校正の実績 

※ AISTの二次基準太陽電池セル校正は平成23年年9月8日をもって終了 
（AISTにトレーサブルな国内の校正事業者へサービス移管）。 
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平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成22年度 

一次校正 
：国内 
：国外 

二次校正 
：国内 
：国外 



アジアの諸機関の技能を評価し、
World PV Scaleとリンクさせる 
ISO17043に準拠した技能試験として、
ASNITE技能試験プログラムで承認済  

WPVS 

・WPVSはボランタリーな枠組みで継続されて 
  いるが、前回の開催より10年が経過している。 
・WPVSを決定した４機関のうち、中国のTIPS  
 が活動を停止している。  

WPVS 

PTB 

TIPS AIST 

NREL 

DSR Method 
Solar Simulator 

Method 

IACS 

VNIINOFI 

NIM 

Direct Sunlight 
Method 

©NREL 

SNL 
ESTI LCIE 

FH ISE 

©PTB 

©ESTI 



C :シミュレータ   D：シミュレータ法 
E：絶対分光感度   G：絶対分光感度法   
H：直達太陽光法 

:全参加者ともにシミュレータ法 

技能試験（アジア間）での国際比較結果（例） 
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Lab 

C-Si（片面テクスチャガラス・非填型） 
一次 
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Lab 

擬似MIDDLE（C-Si+ガラスフィルタ2枚）  
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Lab 

C-Si（片面テクスチャガラス・非填型） 
二次 
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Lab 

擬似MIDDLE（C-Si+ガラスフィルタ2枚）  



 ＳＩ 単位系 

NMIJ 
©AIST-NMIJ 

絶対分光 
放射計 

ソーラ 
シミュレータ 

絶対 
放射計 

©AIST-NMIJ SI 
Radiometric 

Scale 
©AIST-NMIJ 

©AIST-NMIJ Spectral 
Irradiance 

Scale 
©AIST-NMIJ 

一次基準 
セル 

©pmod 

WMO 
 WRR 

相対分光感度 
測定装置 

 
・校正の不確かさ  
 が大きい 
・特に紫外・赤外
の再現性が低い 
 

屋外用で内部光学系
の精密性が不十分で
あるためアライメント
が難しい 

標準電球と光源の強   
度比が波長により大きく
異なる。センサ出力の
非直線性の影響が複雑 

校正の不確かさを改善する上でのトレーサビリティにおける技術課題 



標準電球の相対分光放射照度校正の再現性向上 

WRRに基づく絶対放射照度校正の確立 

ソ
ー
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正
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力
の
向
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・ 超高温定点黒体炉の
最適運転条件を決定 

・ 炭化タングステン－炭素
包晶点黒体セルを製作 

・ 絶対分光放射計用の各
種センサの直線性評価 

技術課題1への取り組み 

分光放射標準電球 

超高温 
定点黒体炉 



精密構造型WRR絶対放射計測技術 

・ レーザパワー標準での校正
の可能性を探るため、感部
の均一性を評価 

・ AHF絶対放射計との比較測定 

・ 受感部の感度面内均一性評価 

・WRRファクタ0.5%以内 

・直達日射による校正の不確か
さの改善 

技術課題2への取り組み 

精密構造型絶対放射計の実現 

・ IPC検定器との屋外比較 

・受感部の感度均一性を改善
し、レーザパワー標準での校
正の不確かさを抑制 相対値 



一次校正の省エネ・低コスト化 
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・ SCレーザ開発 

長寿命・高平行型 
UV光源装置 

・ DSR法による一次校正
の不確かさの推定に着手   

・ 可視域で実現した均一照

射光学系と絶対分光感度

計測制御機能を紫外およ

び赤外波長域に拡張中 

技術課題3への取り組み 

各種要素技術の開発 

分光感度測定装置 

一
次
校
正
の
 

 
 
基
本
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術
開
発
 

絶対分光感度測定装置バイアス光の強度と均一性 



特許一覧（1） 

特許No.（黒字は出願or公開No.）  発明の名称 

装
置

 

4982884 ソーラシミュレータ 

8016439(米国） ソーラシミュレータ 

4853961 光束の広がり角測定装置 
5024820 ソーラシミュレータ用光源装置 
5229927 ソーラシミュレータ用光源装置 

5013415 光源装置および疑似太陽光照射装置 

5424316 光ファイバ伝送系 

特開：2010-048641 絶対分光放射計 

5235046 標準分光放射計 

特願：PCT/JP2010/050814 標準分光放射計 

特開：2010-169494 分光放射計 

特開：2010-048642 単色光照射装置 

特願：2009-107210 高均一照明装置 

5158774 太陽電池モジュールの温度制御システム 

特開：2011-258750 
太陽電池測定用基準セル保護装置ならびにそれ
を用いる基準セル装置及び光源システム 



特許No.（黒字は出願or公開No.）  発明の名称 

方
法
及
び
装
置 

特願：2013-054806 
光パワー監視装置、光パワー監視方法および光パワー監視
装置を用いたレーザー発生装置 

特願：
PCT/JP2014/057402 

光パワー監視装置、光パワー監視方法および光パワー監視
装置を用いたレーザー発生装置 

5283037 高均一照度が得られる照明装置および照明方法 

8634073(米国） 高均一度の照度が得られる照明装置及び照明方法 

特願：
PCT/JP2012/082550 

光源位置検出装置、光追尾装置、制御方法およびプログラム 

5387979 リニアリティ検査装置及びリニアリティ検査方法 

特開：2012-181171 照度分布測定及び照度分布測定方法 

特開：2013-070047 太陽電池の欠陥不良検出方法及び装置 

特開：2013-070046 太陽電池の検査方法及び装置 

特許一覧（2） 



特許の実施例 

ライン用ソーラシミュレータ  
特許：5013415 
特許：5024820 
 

 パルス光対応型 
高精度分光放射計 

 特許：5235046 
特開2010-169494 

（共同出願） 
 

高平行度ソーラシミュレータ 
特許：4982884（日本）, 
     8016439(米国） 
 

疑似基準太陽電池セル 
特開2011-258750  
（共同出願） 



２．次世代校正技術の開発（省エネ・低コスト化） 
 

 ① 従来型絶対分光感度法とソーラシミュレータ法の比較検証 
 ② SCレーザ等新技術による絶対分光感度校正システムの試行 

今後の予定 

１．ソーラシミュレータ法の高信頼性化 
 

  ① 超高温定点黒体炉に基づく相対分光放射照度標準の確立 
 ② 絶対分光放射計の対光直線性校正方法の開発 
 ③ 精密構造型絶対放射計の屋外校正・レーザによる屋内校正 

3.  技能試験と国際比較 
 

 ① 第2回目の技能試験を平成27年度に計画 
 ② ホストとして、平成28年度よりWPVSを開催する 


